
175臨床検査学教育  Vol.17,  No.2  (2025)

　令和 4 年度より編集委員を拝命し、編集業務を

通して多くの学びと貴重な経験を得ることができ

ました。基本的には 2 名 1 組となり、担当論文の

筆者と査読者間の調整や査読後の編集および決定

までのプロセスが業務となります。その中でも特

に印象的だったのは、本機関誌において大学院生

が筆頭著者の論文はこれまでになく、私の初めて

の担当が大学院生の論文だったことです。本機関

誌の投稿規定には、「投稿原稿に関しては日本臨床

検査学教育学会の会員校の教員、あるいは病院等

医療施設において臨床検査技師を目指す学生の指

導を行っている臨床検査技師または医師で本学会

の学術会員として登録されている者に限る。」とあ

ります。この投稿規定の解釈と編集委員会のご判

断をいただくことから始まり、結果として責任著者

が日本臨床検査学教育学会の会員校の教員である

ことや臨床検査学の教育を中心とした広く医療人

の育成に関する研究ならびに当学会の活動を含め

た情報交換に資することからお認めいただくこと

ができました。その後大学院卒業間際の中、査読

者からのご意見に対しても真摯に対応され、無事

受理に至ったことは編集委員の立場ながら大変う

れしく思いました。

　さて、今回発刊いたしました 17 巻 2 号は、主に

総説 1 報、資料 1 報、報告 1 報、教育機関紹介 2 報、

国際交流 1 報、書評 1 報、関連学会報告 1 報で構

成されております。いずれも臨床検査学教育への

先進的な内容であり、会員の皆様におかれまして

も多くの知見が得られると確信しております。

　最後になりますが、臨床検査技師の卒前教育を

取り巻く環境は、タスク・シフト / シェア講習会

や指定規則変更に伴う臨地実習の新カリキュラム

の実施など大きく変化しております。今後本誌を

通して、多くの情報が共有され、各養成校の教員、

医療施設の臨床検査技師、そして臨床検査技師を

志す学生がさらなる発展を遂げることを願ってお

ります。

（令和 7 年 6 月 17 日　編集委員　　星　雅人）
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